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この章では標数 0の代数的閉体 k上で考える．非特異代数多様体M に
有限群Gが忠実に作用している状況を考える．X := M=Gを商多様体と
し，Y ! X をクレパント特異点解消とする．このとき，一般にMcKay
対応とは，多様体 Y の不変量とG多様体M の不変量が等しいことを言
う（ことが多い）．その中でも以下の結果は著者の知る限り，一般次元で
の最初の結果だ．Reidにより予想され，Batyrev[1]により証明された．
定理 1. G  SLd(k)を有限部分群，X = Adk=Gを商多様体，f : Y ! X
をクレパント特異点解消（つまり，相対標準因子Kf が消える）とする．
このとき，Y の位相的 Euler標数はGの元の共役類の数に等しい．
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この等式の両辺に，位相的Euler標数実現etopを適用すると左辺はetop(Y )







J1X = fSpec k[[t]]! Xg:
（ただし，この論説では簡単のためにスキームとその閉点の集合を同一視
する．）この空間にはモチーフ測度が入り，可測関数































1dY = [Y ]
となる．
ここで，X が商多様体M=Gであるとしよう．X を商スタック [M=G]
を表すとすると，これは非特異Deligne-Mumfordスタックになり，自然






定義 3. X の捩れアークを
[Spec k[[t1=l]]=l]! X


























kを標数 p > 0の完全体とし，Gを位数 pの巡回群，V = AdkをG表現，
つまりG線形作用を与えられているとする．主結果を述べるために，ま




Vd ; (1  d  p;
X
d = d)








X = V=Gとする．このとき，同様に弦理論的モチーフMst(X)を J1X
上のモチーフ積分として定義する．標数 0の場合と違い，Mst(X) = 1
となる（積分が発散する）ことがある．
定義 4. Xは弦理論的ログ端末,Mst(X) 6=1
もしXが弦理論的ログ端末なら通常の意味でログ端末である．もし特




1. V は自明（つまりGは V に自明に作用する）,DV = 0
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2. V は非自明とする．このとき，codim(V G  V ) = 1,X は非特異
,DV = 1
さて，主結果を述べよう．
定理 6. DV  2とする．（DV = 1の場合については [4]を参照のこと．）
1. Xは弦理論的ログ端末,DV  p．
2. クレパント特異点解消 f : Y ! Xが存在すると仮定する．このとき，
(a) DV = p:
(b) Y の（l進コホモロジーで定義した）位相的Euler標数はp: (p =
]Gなので，定理 1はこの場合にも成り立つ．)
(c) kが有限体，f は k上で定義されているとする．さらに x 2 X
を原点の像，E0 = f 1(x)  Y をその逆像とする．このとき，
任意の有限拡大 Fq=kに対し，
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